
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    今年の関大野球部は、エースであり主将の吉川(経 4・履正 

社)が中心となり、“自分たちの色を出す”というモットーを 

掲げながら日々練習に励んでいます。新チーム結成から３カ 

月ほどが経ちますが、選手間でのミーティングが増え選手の 

声を多く取りいれる努力をし、より良いチームづくりを心掛 

けています。練習前のランニングでは、全員が足を揃えてグ 

ラウンドを走るようになりました。全員で心を合わせて一つになろうとする気持ちが伝わってきます。また、今年 

度からコーチ兼トレーナーの中本幸一コーチ(H4 入)が新しく加わり選手の身体の事はもちろん、練習面でも親身 

に話を聞いてくださっています。今年のチームは多くの４年生が残っていることもあり、どのポジションも熱心に 

下級生を指導している姿が多く見られます。そして、野球だけでなく周囲の方への感謝の気持ちなど野球部の伝統 

もしっかりと受け継がれています。いつも応援してくださる方々への感謝の気持ちを忘れず、期待に応えられるよ 

う、今季こそ、「優勝」という目標を達成したいと思います！    

 

 

 

 

 

 

今年度のスローガンは『 心 ～もう一歩喰らいつけ～』に決定しました！ 

                     昨年のリーグ戦ではあと一歩のところで敗れるという試合が多かった為、 

                     みんなで心をひとつにあと一歩のところを喰らいつき、勝利を手にしよう 

                     という意味が込められています。また、もう一歩喰らいつけというサブタ 

 イトルはみんなが試合中など、簡単に声に出すことのできる言葉を、と思 

                     い考えられました。今年のチームは一味違うといったところを是非ご覧く 

                     ださい。最後に栄冠を手にするのは関大です！ 

1. 新チーム紹介 

2. 今季の新スローガンについて 

3. 12～3 月の活動紹介 

◇新企画 

4. OB 訪問 

◇編集後記 

 



 

 

 

 

 

 

 

                新阪急ホテルにて一年を                 選手達は普段とはまた 

               締めくくる納会が行われ                違った表情を見せていて 

               ました。部員だけでなく                とても楽しそうでした。 

               OBの方々、応援団や体育                子供達に指導しながら一 

               会本部、また関大スポーツ                緒に練習することで、改 

               編集局の方もおこしくださ                めて教えることの難しさ 

               り、盛大な会となりました。                 や楽しさを実感しました。 

             

           

 

 

高槻キャンパス内にある高岳館にて、３泊４日の合宿を行いました。雪 

の影響によりグラウンドの状態が悪く、思うように使用できませんでした 

が、代わりに体育館やサッカー場などでトレーニングや体力強化を行うな 

どして、普段以上に練習に励みました。また、4月に入学予定の高校生もこの合宿から加わり、一足早く関大 

野球部の練習に参加しました。人数が増えたことにより、一層活気が増したように思います。また、今回の合 

宿では吉川主将により、部員全員との個人面談が行われました。チームにとっての自分の役割や、優勝する為 

に何が必要なのかを考えることができたのではないかと思います。共に力を合わせて頑張ろうという吉川主将 

の力強い言葉もあり、リーグ戦優勝にかける熱い思いが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 4日から 13日までの 10日間、高知県安芸市にて春季キャンプ 

が行われました。充実した施設の中で野球一色の生活を送ることができ、 

有意義な時間を過ごすことができました。本年も安芸市長が激励にきてく 

ださり、また、多くのOB の方が球場まで来てくださいました。40 年ぶ 

りに安芸のグラウンドに来たとおっしゃる方もおり、安芸キャンプの歴史を感じさせられました。応援して 

くださる方々のためにもキャンプでの経験をしっかりと活かし、リーグ戦で力を発揮してほしいと思います。                    

 

  このキャンプでは、全体練習の前に早出 

                           特守・特打が行われました。個人の技術を高めるため、 

多くの選手が参加し、朝から汗を流していました。ま 

た、紅白戦や試合を想定した練習も多く組まれました。      

 

 



 

                

8 日に龍谷大学、10 日に大阪経済大学とオープン戦が行なわれ 

   ました。龍谷大戦では、青山(政策 4・近江)、藤嶋(人間 2・神港学園)の連打 

   による得点。吉川(経 4・履正社)、山本(法 2・北嵯峨)、近藤(商 4・福知山成美) 

   の関大の投手三本柱が 9 回を 1 失点に抑える好投をみせ 2012 年オープン戦初 

勝利を飾りました！B 戦では、初回に佐々木裕(商 2・今治西)が 1点を奪われる 

ものの、その後持ち直し、あとの投手陣もしっかりと抑え勝利。大経大戦では 

打線が爆発。12 得点をあげました。投手陣も相手打線に隙を見せることなく無 

失点で抑えました。B戦は少ないチャンスを確実にいかし、２安打で勝利する事 

ができました。多くの課題が見つかりましたが、オープン戦全勝の目標を達成す 

る事ができ、非常に良かったと思います。 

                     

毎年恒例のキャンプ最後の夜に新２年生が披露する演芸が、今 

                年も行われました！就職活動に出ている４年生が久しぶりに集まったというこ 

                ともあり、会場は非常に盛り上がりました。そんな中、木村(政策 2・大阪桐蔭) 

                ・東(総情 2・関大一)・松葉(人間 2・日向)トリオによる、過去の悪さを披露し 

                たネタが最優秀賞・監督賞を両方をとりました！２位は野見山(社 2・東福岡)・  

山下(文2・三田祥雲館)ペア。先輩の特徴をとらえた芸で笑いをとりました。３ 

位には岩佐戸(総情 2・智弁和歌山)・西原(商 2・酒田南)ペア。二人の絶妙なボ 

ケとツッコミに会場は、笑いの渦に包まれました。先輩達による一夜限りのコン 

ビも復活し、さらに会場は盛り上がり、笑いに包まれた一夜は、部員達にとって 

忘れることのできない思い出になりました。 

               

 

 

 

 

 

   現在関西学生野球連盟の常任理事をされ 

ている中川さんにお話を伺いました！ 

 Q. 『関西大学体育会野球部』での４年間  

まず一番にレギュラーになりたいという気持ちが強く、どうすればレギュラーになれるかと考えた結果、 

人よりも守備を磨こうと努力しました。合宿やキャンプでは200本ノックをおこない、その際には1球目か  

ら200球目まですべて丁寧に捕球をする、決して最後の一球まで集中を切らさない事を心がけました。４年 

生の時のリーグ戦で、春はあと一試合勝てば優勝だったが、勝てず２位。そして、秋は５位。入れ替え戦に 

はかろうじて勝てたものの、なぜ春に勝てなかったのか。なぜ秋に５位であったのか。神宮に届かなかった 

という、人生の中でも非常に悔しい思いをした事は今でも鮮明に覚えています。大学野球というものは、自 

分自身を磨くものです。上級生からの厳しい指導もありますが、それに歯を食いしばり耐えた事は、大きな 

経験だと思っています。 

Q.現役の選手に伝えたいことはありますか？ 

何を思い、野球をしているのか。キャプテンに全てを任せるのではなく、皆がチームのために考え行動し、 

そして個性をどんどんだしていってほしい。そのような人が増えていけば良いチームが出来ます。チームは 

ひとつでないといけない。ただのなかよしチームではなく、ぶつかり合って切磋琢磨しながらひとつのチー 

ムを作る。それを常日頃から心がけ、野球をしてほしいと私は思います。   

 

伝統の関関戦・有終の美を飾
秋季では２年ぶりとなる伝統の関関戦。今年は例年と違い、ナイター

中川八郎(S37 入) 

現関西学生野球連盟常任理事 

長浜北高校から関西大学へ。電電近畿

(現 NTT 西日本)に入社し、現役で５

年間プレーした後、マネージャーとし

て３年、監督を４年務めた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

                         

奪首×Dash 第９号はいかがでしたか？ この号から OB の方のお話を盛り込みまし 

   た。関大野球部に携わる方々のことを皆様にもっと知ってもらえたらと思っています。 

   部員達はこの冬、厳しい寒さに耐えながら、日々練習に励みました。この練習の成果を 

発揮し、今季こそリーグ制覇を成し遂げます！応援してくださる皆様のご声援に答えら 

れるよう、チームがひとつとなって全力で戦います！応援よろしくお願い致します。 

                                                                    

                                            

  

〒564-8680  

 大阪府吹田市山手町 3-3-35  

 関西大学新凱風館内  

関西大学体育会野球部 宛 

 

TEL: 06-6368-1111(4979) 

FAX: 06-6388-8214 

E-mail : kwansai-univ_baseball@mopera.net  

  4 月 対戦相手 
 

5 月 対戦相手 

  
７ 土 

開会式（わかさスタジアム京都） 

立命館大学１回戦（わかさスタジアム京都）13:30～  

11 金 関西学院大学１回戦（甲子園）13:00～ 

  12 土 関西学院大学２回戦（甲子園）13:00～ 

  ８ 日 立命館大学２回戦（わかさスタジアム京都）11:00～ 
 

13 日 3 回戦 

  ９ 月 3 回戦 
 

26 土 近畿大学１回戦（わかさスタジアム）14:00～ 

  21 土 京都大学１回戦（南港中央）10:00～ 
 

27 日 近畿大学２回戦（わかさスタジアム）14:00～ 

  22 日 京都大学２回戦（南港中央）12:30～ 
 

28 月 3 回戦 

  23 月 3 回戦 
    

  28 土 同志社大学１回戦（ほっともっと 旧スカイマーク）13:00～ 
    

  29 日 同志社大学２回戦（ほっともっと 旧スカイマーク）10:30～ 
    

  30 月 3 回戦 
    

学生コーチ・宮下 拓也（商２・中津商業） 

 今年のチームは、下級生の頃からリーグ戦の経験がある選手が多 

くいます。そこに、今春から中本コーチを迎え入れ、さらに力を伸 

ばしました。今年は全勝優勝を達成するので、応援よろしくお願い 

致します！ 

mailto:kwansai-univ_baseball@mopera.net

